総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２５年度）

テーマ5　小課題番号5.3　氏名（所属）村上正浩（建築学部）
注意：発表論文名・著書名　等

例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略）しても可能です（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入してください）。

著書

なし
査読付き論文

1. Yoe Masuzawa, Yoshiaki Hisada, Masahiro Murakami, Jun Shindo, Masamitsu Miyamura, Hitoshi Suwa, Satoshi Tanaka, Kaoru Mizukoshi and Yosuke Nakajima, Practice on an Education and Training Program to Development of Response Literacy to Earthquake Disaster in a Central Business District in Japan, Journal of Disaster Research Vol.9 No.2, 2014（掲載決定）
国際学会論文（査読付も含む）

なし
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 村上正浩, 帰宅困難者数の推計へのモバイル空間統計の活用, 都市計画, 62 6 64-67, 2013年12月（査読なし）
2. 村上正浩, 新宿駅周辺地域におけるエリア防災の取組　その2：都市再生安全確保計画と今後の課題, 公開研究会「大地震から巨大都市（首都）をどう守るか-東日本大震災の経験を踏まえた建物・まちの対策-」, 49-56, 2013年12月（査読なし）
3. 村上正浩, 大学を地域防災拠点とした防災・減災の取り組み, 日刊工業新聞, 11, 2013年9月（査読なし）
4. 村上正浩, 地域防災拠点としての大学を目指して, 私学経営, 462 26-39, 2013年8月（査読なし）
5. 村上 正浩, 大学を地域防災拠点とした防災・減災の取り組み, 日本地震工学会誌, 19 5-8, 2013年6月（査読なし）
招待講演
1. 村上正浩、環境・防災まちづくり勉強会　エリア防災演習、2014年1月　
2. 村上正浩、社団法人再開発コーディネーター協会九州地区　平成25年度　第3回環境・防災まちづくり勉強会、2014年1月

3. 村上正浩、八王子防火防災協会　防災研修会、2013年12月

4. 村上正浩、第33回行政研修（係長級特別課程）、2013年12月

5. 村上正浩、大学後援会神奈川支部文化講演会 大学後援会神奈川支部文化講演会、2013年9月

6. 村上正浩、春日部市庄和地区市民大学、2013年9月

7. 村上正浩、女性の視点にたった避難所運営、2013年7月

8. 村上正浩、大学の事業継続計画（ＢＣＰ）の策定と実際、2013年6月

9. 村上正浩、首都圏・私工大教務連絡会、2013年5月

口頭発表

1. 久田嘉章、村上正浩、「逃げる対策」から「逃げない対策」へ　巨大都市の大災害における自助・共助、社会貢献学会第4回大会、2013年11月

2. 村上正浩、久田嘉章、大学が地域社会に対してできること、社会貢献学会第4回大会、2013年11月

3. 和久里洋、村上正浩、写真修復ボランティア「あなたの思い出まもり隊プロジェクト」運営体制について、社会貢献学会第4回大会、2013年11月

4. 浅野菜邦、村上正浩、女性の視点をいかした避難所運営のあり方、社会貢献学会第4回大会、2013年11月

5. 廉野佑樹、村上正浩、保育園のBCPに関する研究　調布市におけるケーススタディ、社会貢献学会第4回大会、2013年11月

6. 牧野夏葉、村上正浩、モバイル空間統計を活用した新たな防災計画分野への適用可能性の検証、社会貢献学会第4回大会、2013年11月
7. 久田嘉章、村上正浩、宮村正光、鱒沢 曜、諏訪 仁、新藤 淳、超高層ビル街における地震後の傷病者への対応、建物の被害確認と継続使用性判定に関する研究　その１：新宿駅西口地域における取組みの概要、日本建築学会2013年度大会、2013年8月
8. 吉田倬郎、村上正浩、宮村正光、久保智弘、工科系大学における事業継続計画の特性に関する考察、日本建築学会2013年度大会、2013年8月

9. 池畠由華、村上正浩、佐野友紀、関澤 愛、高層建築物の階段避難を想定した2 群集の合流実験、日本建築学会2013年度大会、2013年8月

10. 宮村正光、諏訪仁、久田嘉章、村上正浩、鱒沢 曜、飯塚章仁、超高層ビル街における地震後の傷病者対応、建物の被害確認と即時使用性判定に関する研究　その４：建物管理者による即時使用性判定、日本建築学会2013年度大会、2013年8月
11. 村上正浩、久田嘉章、地域防災拠点としての大学を目指して、日本建築学会2013年度大会、2013年8月
12. 牧野夏葉、村上正浩、モバイル空間統計の特性の把握、日本建築学会2013年度大会、2013年8月

13. 浅野菜邦、村上正浩、女性を配慮した避難所運営のあり方の検討、日本建築学会2013年度大会、2013年8月

外部資金の獲得

研究代表者及び研究分担者がこれまでに受けた研究費（科学研究費補助金、所属研究機関より措置された研究費、府省・地方公共団体・研究助成法人・民間企業等からの研究費等。なお、現在受けている研究費も含む。）による研究成果等のうち、本研究に生かされているものを選定し、それぞれの研究費毎に、資金制度名・研究種目名、期間（年度）、研究課題名、研究代表者又は研究分担者の別、研究経費（直接経費）を記入してください。なお、研究代表者・研究分担者及び連携研究者には下線を付してください。）
1. 新宿区受託研究、2013年度、平成25年度新宿駅西口地域都市再生安全確保計画策定業務委託、研究代表者、15,697千円
2. 新宿区受託研究、2013年度、新宿駅周辺防災まちづくり事業及び新宿駅周辺防災対策協議会西口地域訓練業務委託、4,000千円

3. 新宿区受託研究、2013年度、避難所運営管理訓練等企画運営業務委託、3,000千円
4. 科学研究費補助金・基盤研究B、2013年度、持続的防災まちづくりの活動管理と市街地整備案検討支援のＷｅｂツール開発と実証実験、研究分担者、100千円
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）

なし
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

1. 防災コラム　よりよい避難所を目指して、NHKラジオ、2014年2月13日

2. 天神の防災語る勉強会「企業の技術　結集を」、西日本新聞　朝刊、2014年1月15日

3. 首都直下地震　被害想定　中枢マヒ官民で防ぐ　省庁業務継続計画「合格」わずか　対策待ったなし、読売新聞　朝刊、2013年12月20日

4. 母、施設と苦渋の和解　統合失調症の息子　津波で失い2年、朝日新聞　朝刊、2013年8月21日
博士

なし
修士2名

学士9名
その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）

1. 平成25年度 町田市防災講習会、2013年12月8日
2. 平成25年度新宿駅周辺防災対策協議会（総会：5月22日、第1回セミナー：6月26日、第2回セミナー：7月24日、第3回セミナー：9月4日、災害医療講習会：9月19日、応急救護講習会：10月9日、新宿防災ウィーク：11月6日～10日、地震防災訓練：11月7日、第4回セミナー：2014年1月16日、第5回セミナー：2014年2月26日）
3. 鶴巻小学校避難所運営管理協議会（協議会会議：6月11日、第1回つるまき女子会：9月2日、防災ワークショップ：10月6日、第2回つるまき女子会：10月6日、地震防災訓練：11月17日、報告会：2014年2月18日）、2013年6月～2014年2月

4. 四谷第六小学校避難所運営管理協議会（第1回よつろく女子会：7月26日、　　　　　　　第2回よつろく女子会：10月17日、地震防災訓練：11月24日、よつろく女子会報告会：2014年2月18日、防災訓練報告会：2014年2月19日）

5. 社会貢献学会第4回大会、2013年11月16日

6. 新宿防災ウィーク（11月6日：寺院防災対策セミナー 、11月7日：地震防災訓練、11月8日：見学ツアー、11月9日：子ども防災教室、地震教室、女性のための防災教室 、11月10日：第29回全国トイレシンポジウム
）、2013 11月6日～10日
7. 建築ふれあいフェア・シンポジウム「新都心・新宿の未来を共に考える」、2013年10月7日

8. まちづくり展2013「東京をつくる・まもる・建設業」、2013年9月

9. 地震から家族を守ろう！家具のてんとう防止！こども防災教室 キッズジャンボリー、2013年8月14日
10. 四六芝生キャンプ2013～ともに考え、ともに育む四六体験教室～、2013年7月14日
